　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　

　　九州大学では、2006年から基礎的な技術マネジメント講座たる「研究・技術経営論」を開講してまいりました（2008年から2010年までは、福岡銀行様からの100周年記念寄附金のご支援を受け、福岡銀行連携講義として開講してまいりました）。
この講義は、グローバル競争の激化と環境変化の不透明さ、速さが増す中、将来社会に出る学生や、企業やビジネスマンが認識しておかなければいけないことについて、ビジネス界、官界を中心に活躍される各界一流の方からお話を頂き、受講者が講師とともに考える講義です。主として理系の学生（大学院生や高年次の学部生）を対象にしていますが、人文、社会系の学生はもとより企業やビジネスマンの方々にも有用な講義です。

社会人の方にも聴講可能としており（無料。人数制限あり）、また出席率が高い方には終了証をお出ししていますので、社会人、学外の方で聴講ご希望の方は、九州大学/ロバート・ファン/アントレプレナーシップ・センター（QREC）までお申し込みください（下記連絡先参照）。
講義科目名：
「研究・技術経営論　－競争力ある研究者、技術者、リーダーになるために－」
開講時期：
10月7日（金）から12月2日（金）まで毎週金曜日開講（10月18日は休講）。8回（計16コマ。一回当たり180分＝90分×2コマ)

2011年後期　金曜第4，5時限（14時50分から18時10分まで180分。休憩は20分）
対象：

九州大学院生、学部生。学外者、社会人も聴講を認めます（ただし20名まで。事前申込が必要です。1回のみの聴講は特別な場合以外できません。5回以上聴講可能な方が原則です）。
単位等：
九州大学生：2単位（学部1,2年生は聴講可能ですが単位は認定されません）

社会人：出席率に応じて終了証を発行します。
担当教員：
毎回、ビジネス界を中心に各専門領域で活躍する講師を招聘します（下記参照）。
谷川徹 産学連携センター教授(QREC長)が全体を総合プロデュースします。
講義概要：

　　　　　　ビジネス界を含め多様な経験と知識を持った8人の講師陣が、研究マネジメントや技術マネジメント、研究や技術に関わるビジネス環境の変化等に関し、最新の情報に基づく講義を行います。講義はいわゆる技術マネジメント（MOT）の総合的かつ基礎的講義ですが、受講生とともに双方向のクラス運営を目指します。主として理系の学生を対象としていますが、人文系、社会科学系の学生、社会人の方にも有用な講義です。
到達目標：
　　　　九州大学の学生に対しては、大学における研究やその成果が社会でどう位置づけられているのか等、学問の意義、目的、社会的位置づけ、方法等を考える機会を提供するとともに、研究成果や技術の実用化・社会還元の方法やゴール設定のあり方を学ぶ機会とします。大学の中では知ることが困難な広い視野、考え方を提供し、今後の進路選択や学び方、研究の仕方に関して意義のある示唆を与えます。
　　　　社会人の方々に対しては、現在の激動するビジネス環境下、自らの属する企業等の研究や技術を適切にビジネスに生かし、競争に勝ち抜く上での基本的考え方や知識を提供します。
　　　　今年度は、東日本大震災の発生を受け、今後の日本の成長、競争力復活に向けた、取り組みのあり方を、統一テーマとして取り上げてゆきたいと思います。
講義内容・スケジュール（講師敬称略：略歴と講義概要は講義URL*参照）
　　　　* http://syllabus.kyushu-u.ac.jp/search/preview.php?code=1190602018
　　　　各回とも実業界経験講師を中心に講義とディスカッション形式の講義を行います。

　　　　　　　　　　　　　　10/7　オリエンテーション（九州大学産学連携センター教授 谷川徹） 
　　　　　 　　　　　　 イノベーション論：技術優位性を事業優位性に導くビジネスモデルの開発
（NPO法人産学連携推進機構理事長 前東大特任教授 妹尾堅一郎氏）

 　　　　　　　　　　　　　 10/14  産学連携論：産学連携が国を変える、地域を変える、人を変える 
　　　　　　　　　　　　（産学連携センター教授/QREC長 谷川徹） 
10/21  科学と社会論：科学者・技術者の責任を考える
　　　　　　　（ 朝日新聞社編集委員(科学医療グループ）高橋真理子氏) 
　　　　10/28  研究構想論：研究構想策定と技術開発ロードマップ
　　　　　　  （内閣府内閣参事官（知的財産推進事務局）安藤晴彦氏） 
        11/4   事業戦略・知財マネジメント論：知財を事業戦略にどう生かすか 
　　　　　　　（インテレクチュアル・ベンチャーズ社上級副社長兼日本総代表 加藤幹之氏） 
　　　　11/11  新事業創造論：新事業創出とアントレプレナーシップ 
　　　　　　　（合同会社SARR代表執行社員、前北海道VC代表取締役社長 松田一敬氏） 
　　　　　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊　11/18は休講　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
　　　　11/25  研究環境論：グローバル市場の大変革、新興市場・BOP市場の勃興 
　　　　　　　 野村総合研究所㈱常務執行役員/コンサルティング本部長 此本臣吾氏 
        12/2   研究開発プロセス論 ：企業における研究開発のA to Z 
　　　　　　　 統計数理研究所教授（元IBM執行役員・東京基礎研究所長）丸山宏氏
講義場所：
九州大学箱崎キャンパスを基点として、伊都、筑紫、大橋キャンパス等にTV中継します。
（履修登録学生数を勘案して講義場所(キャンパス)を変更することもあります）
学生、社会人の方は参加しやすい場所を選択してください。
講義形態：
講義とディスカッション（TV中継による遠隔講義）。60～70％講義、40～30％質疑、議論。
成績評価方法：

　　　　出席50％、レポート(各回提出)内容25％、授業での積極性25％　(修了証は6回以上出席)
教科書参考書：

　　　　各回の講師が紹介します。
申し込み方法等：

九州大学生：履修届受付中（HP上または学務部）。

　　　　社会人：QRECに10月5日（水）までに必要事項*を記載の上、emailかFax**にて申込。　　

*①氏名、②会社名・所属、③電話番号、④Eメールアドレス　

　 **Email：jimu@qrec.kyushu-u.ac.jp  Fax：092-642-4015 
問合先：ロバート・ファン/アントレプレナーシップ・センター 吉武・櫻谷Tel：092-642-4014　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  以上
九州大学2011年度「研究・技術経営論」


　　　　　　　　　履修、聴講者募集のご案内











